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先

人

の

足

跡

春
の
野
に
立
た
ず
ん
で
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
立
ち
の
ぼ
る
陽
炎
の
中
に
、
土
の
香
り
を
感
す
る
時
、
な
が
い
歴

史
の
流
れ
で
、
土
地
を
守
り
育
て
た
先
人
の
生
き
方
が
、
地
名
と
共
に
映
ｔ
出
さ
れ
る
様
だ
。

多
か
っ
た
沼
や
水
辺
を
埋
め
て
農
地
を
広
げ
、
土
手
を
積
ん
で
は
洪
水
の
氾
濫
か
ら
田
を
守
り
、
自
然
を

相
手
の
暮
し
の
中
か
ら
親
し
ま
れ
た
地
名
に
そ
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。

先
人
の
信
仰
は
又
格
別
で
、
天
災
を
受
け
不
安
の
日
々
は
仏
を
祈
り
、
大
豊
作
や
家
事
の
喜
び
を
神
前
に

捧
げ
て
祭
り
し
た
様
は
ふ
る
さ
と
に
数
多
く
残
る
社
寺
の
跡
か
ら
も
伺
い
知
れ
る
。

朝
は
朝
星
、
タ
ベ
に
夜
星
と
称
せ
ら
れ
る
苛
重
な
人
力
労
働
の
中
か
ら
豊
さ
を
求
め
て
築

い
た
ふ
る
さ
と

だ
。
そ
し
て
又
美
し
く
も
厳
し
い
自
然
風
土
で
培
わ
れ
た
粘
り
強
い
勤
勉
性
が
土
と
共
に
生
き
、
助
け
合
い
、

融
通
し
合
い
の
村

の
風
習
が
、
総
手
の
力
で
今
日
の
見
事
な
美
田
に
出
来
上
り
、
高
度
な
生
産
力
と
な

っ
て

受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
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字

　

画

村

西

啓

二

（
公
民

館

長

）



は

じ

め

ら
ぎ

昔
か
ら
、
た
ん
ぼ
は
殆
ん
ど
通
称

（字
名
）
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

「
あ
ん
ま
、　
へ
ら
す
ま

（
ξ
寝
）
す
ん
だ
ら
、
だ
義
服
の
水
見
て
こ
い
や
、
戻
り
に
■
灘

の
だ
Ｌ
も
止
め

て
来
て
く
ル
や
」
ヽ
七
月
半
ば
お
や
じ
が
性
斑
の
終

っ
た
頃
、
決

っ
て
麟
子
に
酢
晟
り
を
言
い
っ
け
た
。
こ

れ
は
、

つ
い
二
十
年
前
頃
の
農
家
の
日
常
会
話
で
あ

っ
た
。
数
百
年
前
か
ら
呼
び
馴
れ
た
田
市
の
地
名

（小

字
）
が
耕
地
整
理
に
よ

っ
て
、
す

っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま

っ
た
。
我
々
の

「
ふ
る
さ
と
」
塚
原
地
方
に
は

七
つ
の
大
字
と
、
そ
の
中
に
又
百
数
十
の

「
小
字
」
や
浴
名
が
ぁ

っ
た
。
細
長
く
曲
り
く
ね

っ
た
も
の
や
二

角
三
角
な
ど
形
は
様
ざ
ま̈
、
地
積
も
一
坪

（
三
ヽ
三
平
方
米
）
ぐ
ら
い
か
ら
三
百
六
十
坪

（
一
反
歩
）
と
複

雑
多
岐
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
地
名
と

‐
形
の
中
に
ヽ
情
緒
が
あ
っ
た
。　
一　
　
　
一
　

　

「

こ
の
懐
し
い
ふ
る
さ
と
の
地
名
を
後
世
に
の
こ
そ
う
之
公
民
館
学
摺
委
損
い
ち
、

「
ふ
る
さ
と
地
名
発
掘

学
習
第
二
号
」
と
し
て
資
料
発
表
さ
れ
、

「
キ

ｉ
る
さ
と
小
宇
た
ん
ぼ
う
記
」
と
し
て
編
集
し
ま
し
た
。

（
編
者
）



鷹
討
ち
田

（寺
塚
原
）

こ
の
鷹
討
ち
田
に
は
変

っ
た
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い

る

。今

か
ら
千

二
百
八
十
五
年
前
、
大
宝
元
年

二
月
二
十
七

日
の
出
来
ご
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
北
陸
七
道

の
大
主
、
佐

伯
越
中
守
有
若
左

ヱ
門
尉
有
基

の
末
裔

で
佐
伯
有
頼
が
日

頃
可
愛

い
が

っ
て
い
た
鷹

（
ヒ
ヨ
リ
丸
）
が
突
然
山

の
彼

方

へ
翅
び
去

っ
た
。

こ
れ
を
見
て
い
た
有
頼

の
妻
が
夫

に

知
ら
せ
た
。
有
頼

は
弓
を
も

っ
て
鷹

の
後
を
追

い
捜
す
こ

と
、

い

つ
時
あ
ま
つ
よ
う
や
く
進

る
か
小
高

い
木

の
枝

に

羽
を
休
め
て
い
る
鷹
を
見

つ
け
た
。
有
頼
今
ぞ
と
弓
に
矢

を

つ
が

い
て
放
さ
ん
と
狙

い
を
定
め
た
。
そ
の
時
突
然
前

方
に
大
熊
が
現
れ
有
頼

に
近
づ

い
た
。

ン」
れ
は

一
大
事
と

そ
の
矢
を
熊

に
向

っ
て
矢
を
放

つ
矢
は
見
事
に
熊
め
腹
を

射
抜

い
た
。
慌

て
た
鷹
は
大
羽
を
広
げ
熊
を

道
案
内
す
る

か
の
よ
う
に
腸

つ
い
た
熊
を
導

び
き
東
方
の
彼
方

へ
消
え

去

っ
た
。
有
頼
は
熊

の
血
ヒ

ん
を
、
た
ど

っ
て
七
日
七
夜
捜

し
歩
い
て
辿
り
着

い
た
所
は
山
の
麓
の
大
き
な
洞
穴
で
あ

っ
た
。
中
を
覗
い
て
見
れ
ば
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
光
を
放

つ

「
弥
陀
」

「‐不
動
」
の
二
尊
が
穏
や
か
な
顔
で
立

っ
て

お
ら
れ
る
驚
い
た
有
頼
は
、
そ
の
場
で
地
に
伏
し
鷹
と
熊

の
姿
は
御
仏
の
化
身
で
あ

っ
た
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
悲

嘆
の
涙
に
く
れ
た
有
頼
、
己
の
髪
を
断
ち
切
り
大
罪
を
許

し
給
え
と
、
ひ
れ
伏
し
、
ざ
ん
げ
の
心
を

二
尊
に
示
ｔ
た
。

や
が
て
そ
の
地
に
庵
を
建
立
し
て
深
く
帰
衣
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。

今
の
立
山
町
芦
崎
寺
の
立
山
権
現
の
祖
と
も
云
わ
れ
、

立
山
開
山
の
基
い
と
な

っ
た
。
芦
暁
寺
に
は
今
も
佐
伯
姓

が
多
く
、
寺
塚
原
の
佐
伯

一
族
も
往
時

の
同
族
と
語
り
つ

が
れ
、
広
大
な
狩
場
の
ロ
マ
ン
が
鷹
討
ち
田
に
秘
め
ら
れ

悠
久
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
。
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神
楽
川

（沖
塚
原
）

古
く
か
ら
農
民
は
隣
村
と
水
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

用
水
、
排
水
は
農
民
の
命
で
あ
り
そ
の
年
の
収
獲
を
左
右

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

沖
塚
原
の
東
方
を
流
れ
る
神
楽
川
は
、
今
か
ら
二
百
年

位
前
、
赤
井
村

（大
島
町
）
の
お
官
の
境
内
か
ら
湧
き
出

で
る
水
が
源
流
と
さ
れ
、
大
島
、
塚
原
、
牧
野
の
各
村
を

経
て
放
生
津
の
内
川

へ
と
流
れ
た
¨
完
成
を
機
に
四
日
曽

根

（
放
生
津
）
の
二
上
大
権
現
の
神
楽
が
近
く
の
橋
上
で

奉
納
さ
れ
た
以
後
、
神
楽
川
と
名
付
け
ら
れ
た
。

布
日
、
沖
塚
原
、
朴
木
、
金
屋
に
と

っ
て
重
要
な
排
水

路
で
あ
る
。
水
量
も
豊
富
で
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
長
舟
が

往
来
し
物
資
の
運
搬
水
路
２
し
て
も
十
分
に
そ
の
役
割
を

果
し
た
。
そ
の
後
、
数
度
に
亘

っ
て
改
修
さ
れ
今
は
昔
の

面
影
は
な
く
、
国
営
排
水
路
と
し
て
名
残
り
を
留
め
る
。

天
神
堂

（朴
木
）

昔
は
各
部
落
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
お
官
が
数
多
く
あ

っ

た
。
地
蔵
堂
、
天
神
堂
の
た
ぐ
い
は
無
数
に
点
在
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
故
事
来
歴
が
あ
る
。

朴
本
の
東
方
の
地
に
天
神
様
を
祭
る
小
さ
な
祠
が
あ

っ

た
。
朝
な
夕
な
に
村
人
が
お
参
り
し
い
五
穀
豊
穣
か
ら
賢

い
子
の
授
か
り
ま
で
お
願
い
し
平
和
な
毎
日
が
続
い
た
。

或
る
日
、
突
然
ご
神
体
が
な
く
な

っ
て
い
た
。
評
判
を

聞
き
手
近
に
御
利
益
を
授
か
ろ
う
と
持
ち
さ

っ
た
こ
と
か
。

村
の
衆
は
八
方
総
手
で
さ
が
し
た
が
…
…
…
…
。

村
の

一
人
が
私
に
夢
の
お
告
げ
が
あ

っ
た
神
様
が
遠
く

呉
羽
方
面
に
い
る
、
早
く
帰
り
た
い
と
い
っ
て
お
ら
れ
る

と
。
こ
ん
な
事
件
か
ら
村
人
は
心
配
し
、
今
の
お
堂
が
小

さ
く
お
気
に
召
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
村
の
衆
が
集
つ
相

談
の
結
果
、
今
度
は
大
き
な
お
官
に
お
移
し
し
て
は
ど
う

か
と
話
し
が
纏
ま
り
、
神
明
社
に
合
祀
さ
れ
て
、
ご
神
体

が
落
ち
着
か
れ
た
。
お
か
げ
で
又
豊
か
な
毎
日
が
続

い
て



い
る
。
跡
地

は
今
は
天
神
堂

の
地
名

で
聖
地
と
し
て
後

の

世
ま
で
語

り

つ
が
れ
親

し
ま
れ
て
い
る
。

浜
街
道

（松
本
）

浜
街
道
、
そ
の
名

の
通
り
海

か
ら
上
方
に
向
う
道

で
あ

っ
た
。

こ
の
地
方
は
大
古

か
ら
大
湿
地
帯

で
あ
り
、
又
射

水
川
の
氾
濫
等

で
流
れ
の
形
が
、
何
本
も
水
路
と
な

っ
て

海
に
向

か

っ
て
お
り
、
路
肩
が
土
手

の
形
で
あ
ま
り
巾

の

広
く
な

い
道
と
し
て
併
走
し
て
い
た
。

こ
の
浜
街
道
も
放
生
津
か
ら
松
本
、
寺
塚
原
を
経

て
大

門
、
中

田
、
井
波
に
通
ず
る
当
時

の
大
事
な
生
活
路
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山

の
方
か
ら
木
炭
や
芋
、
絹
織
物
、
海
か
ら
塩
、
魚
干

物
等
来

の
運
搬
商
人
、
旅
人
が
利
用
し
た
直
通
の

一
本
路

で
あ

っ
た
。

（松
本
）

摺:

寺
塚
原
と
の
境
を
用
水
、
排
水
等
を
扶
ん
で
柳
橋
の
地

名
が
あ
る
。
水
路
の
両
岸
に
長
く
多
く
の
柳
が
生
い
茂
り
、

そ
の
枝
を
倒
し
た
り
、
又
小
枝
を
伝

っ
て
ど
こ
か
ら
で
も

対
岸
に
橋
が
わ
り
に
渡
れ
た
と
い
う
旅
人
や
農
夫
に
重
宝

が
ら
れ
た
之
い
う
箇
所
で
あ
る
。

ス
川
日
、
宮
袋
入
会
地
）

こ
の
地
に
広
大
な
寺
域
を
誇
っ
た
大
法
寺
も
慶
長
十
四
〓

年

（
一
六
〇
九
）
前
田
利
長
が
高

・岡城
築
城
と
町
づ
く
り

の
た
め
各
地
か
ら
多
く
の
寺
と
と
も
に
、
高
岡

へ
移
転
ざ

せ
ら
れ
た
。

当
時
の
城
下
町
は
、
本
丸
城
を
中
心
に
四
方
八
方
の
拠

点
に
寺
が
配
置
さ
れ
、
出
城
的
役
割
を
果
し
て
い
た
ｏ
武

器
食
糧
の
保
管
、　
一
朝
事
に
は
兵
士
の
移
動
集
結
、
隠
れ

場
所
と
し
て
重
要
な
戦
略
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。



転
出

し
た
寺
跡

は
逐
次
開

田
さ
れ
、
大
法
寺

の
地
名

は

そ

の
ま
ま
小
字

と

し
て
、
川

日
か
ら
寺
塚
原
領
城

ま

で
残

っ
て
い
た
。

注
　
　
塚
原
地
区

で
只

一
箇
所

の
人
会
地
。

弘
法
茶
屋

（坂
東
）

弘
法
茶
屋
は
今

の
新
湊
庄
川
線

の
県
道
沿

に
あ

っ
た
。

「
官
の
下
」
と
云
う
人
が
江
戸
時
代

の
末
期

か
ら
代

々
往

来
を
行
き
来
す
る
人
々
に
、
お
茶
や
ダ

ン
ゴ
を
接
待
す
る

茶
店
で
あ

っ
た
。
そ
の
頃
は
放
生
津

か
ら
大
門
ま
で
二
里

（
今

の
八
粁
）
で
只

一
軒

の
茶
屋
で
あ
り
、
旅
人

の
休
み

所
と
し
て
親

し
ま
れ
賑
わ

っ
た
。
今
も
そ
の
跡
に
沢
村
家

が
現
存

し
て
い
る
。

そ
の
頃
の
沿
道
ぞ

い
に
は
、
樹
叢
や
背
丈
も
あ
る
葦

の

原
に

「
狐
」
や

「
も
ぢ
な
」
が

い
た
り
、
北

野

の
渕
に
川

う
そ
が
出
た
り
、
夕
ぐ
れ
に
な
る
と
連
待
ち

の
旅
人
が
集

ま

っ
て
は
夜
道

を

い
そ

い
だ

と
か

′
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日寺 塚 原

イヽ 字 俗 称 地 名 縁故

′′

′′

五

千

′′

きよ,

泉

境

”
寄

　

野

』
自
　
九

れ
無

め
日

罐
角
　
”
午

姜
晟

目

一
善

大 法  寺

浜 街 道

雪 降 ら ず

だ
田
　

荷

ぎ
木”

川
　
稲

宮占

枕

．　
」
島

　
　

川
　
　

寺
　

　

池
　
　
一
九

保
　
　
　
　
　
　
ハ
堂

牌
―
階
Ｆ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
』
ド
ー
ド
ー
燿
ド
ー

庄川 が よ く氾濫、流木 や雑上 が積 り

約 700年 前京都の稲荷神社 とゅか り

があ った。

800年 前多 く神社 があ った場所 で、

神社 もそ こか ら現在地 へ移転 した。

この場所 に多 くの寺が建 っていたカ

焼失や移転 がつづいた。

出来 た所。

の あるお社

今 の寺塚原

、戦国時代

四尺中の生活路で放生津浜か ら松本～寺塚原 ～

中田砺 波へ通ず る街道であった。

部落の北側にあ り1町歩ほ どの田んぼ が沸水 が

出て最冬でも雪 が積 らない。

浜街道 を行 き交 う旅人が水 辺の木影 で疲れ をい

やすため、_横 になつて休 んだ良い高台 の場所。

雷 が鳴 るとよ く落 ちる場所 で、いつ も田んばに

焼 あ とが見えた。

放生津町か ら寺塚原 まで唯一の水路川笹舟 の交

通便で肥料、木材、米 を交易 された。

お寺のあった場所 で、こんな場所が寺 塚原 に多

か った。

新保寺 の周囲 ぐる りは美 しい蓮の花咲 く池 で

(現 土地改良工事 に蓮 の根 が出て来 た )あ った。

高堂丸 とい う説教者 が説法 したお堂のあった場

所。
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′1ヽ 宇 俗 称 地 名 故 縁

llう      らく

法   楽

エ
ハ 反

五   反

漱

回沖 .塚 原 .

回朴   木

向

畑

反

楽

杉本

川

杉

六

法

一

rL r | |

吉   間 1堀   由 |

天 神 堂|り |1答神 堂
1 曇拿

流 台地で石仏 、祠、お社 、説法岡 があった

道   尻 |

lo" e rls El+ r, *l
隣領地境界で入 り込んだ田が多い

自   山 | "r_～
″フ̀ V｀ r―・―‐…″て

｀

フ   ヶ l亀  作  ワ |

フ ケ の 方 1 潟 につづ く湖沼入江 を開田 したと思われ る低湿
地 であったタニシの宝庫



俗 称 地 名

四 反  田

鎧    見

+&
杉  ノ 下

明

　

田

“
屋

神

　

河

い
中

一］　め当　中痢一　一一　野

一
お
御

芍
別
　
そ
総
　
上

地内で川巾 15″ の ところもあ り鯉 、 フナ、ナ

マズ、ウナギ、 ガヅ ツポ、シジ ミな どが捕れ、

笹舟等の利 も多かった。

開村 のころから農、漁 、信仰 と地 を得 た場所

川 口、宮袋商の上川 の流れで大洪水 に鴇 へ流れ

て■ヽた勝地

松本部落 と堅田の開拓 をな し朴木領 となる。

下 三 ケ天 も

大昔 の射水川の洪水 の推積地一面 20"下 は良

質 の青粘砂て 土問用 .壁 .住居鳳に掘 り取 られ

て い た ところ

社寺の領有地があった。

次 ′木

た
田

　

川楽

“
新

　

神

′′

′′

水 久 保

′′

″

砂 取 場

家
　
一
天
　
だ
田

″
　
　
在
一　
か
ケ

東

ａ
三

あ
道
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日松   本

Jヽ 字 俗 称 地 名 縁故

坪
　
田
　
涸
¨
付
暁
　
鹿
　
口
　
田
　
田
　
　
　
　
田

”
除

月
　
　
Ｌ、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

一
鐙

中

　

ｒュ
　

官

ひ
日
　

中

　

折
　

沖
　

大
　
　
　
　
川

め
川

深 田、堅田

お  や す

石  の 爪

二  十 刈

二 十 メリ

六 十 メリ

大 神 宮

田

明

飯

神

こぺじ,

肥島

社領の土地

長砂

行基、善薩の祠地

小塚 、北狭

小 さな田んlFが 多か った

柳橋 、洗渕

菫十:

ヨぽ力|、 立野割、古屋敷 、ど撃

権九郎

沖   二 |二  番 割 1東一番割、黒下、加茂作 り

 ヽ    なり |

七   日 1江   成 1中 割

八 十 刈 |三  十 刈 1能登 田、T畠 、長島、十複 占

柏

加   治

柏   島 1院内 (中 世期の月光寺暁内あと〕

芝  1臓   計

a elr I  

― ■ ―



′1ヽ 字 俗 称 地 名 故 縁

二 本 杉

新   京

古   村

大 法 寺

冷   田

坪

西 領̈
』
神

め
道

現在の庄川左岸地

大法寺院の趾地

川 日の南方で中世期頃住居の中心地

回坂  :1東
すみ      だ

角   田 1角  田 割 1村 の北角にあた り肥沃地

-* fz SJ I ffil(-#RLv'irfie,Lri&/--(r,'(. fr\frffi
保 ともい う大きな杉 の巨木 が一本 あ った。

tl

lp x lrr IDNc&+p*rbaRttEl
おたやし舗

"1 
在居 あとを開き、大 きな杉林 の附近 で落雷がよ

| くあった。

な ぎ 甲 割 1鉤の様な形の日が多い府地

( /., ,: sJ | <A. tE.-<tktft<tzffi
諏 訪 神 社 1寺塚原地 内に坂東 の諏訪神社 が建 ってお り、毎

1      1年 坂東 が 1日 寺塚原 が半 日大祭 のお参 りをす る。

集 団 曇 血
`1寺

塚原地 内に集団墓地が残 されている。



今
ｎ
ソ 土

日 1反 … ………330ノ

1俵 ……… … 60り

昭和初期 ～ 約 40年前 ぐらい 現 在

レンゲ.生 石灰.大豆粕 .に しん粕 .堆 肥.化学肥 微量要素入 り高度化成

牛 .馬 で黎お こ し(1日 25反 )

牛 .馬 用砕土機

トラ ク タ ー (1日 9反 )

保温折哀 苗代 (温床紙上床 ) 室内育苗 (箱 入苗 )

田植機 ( 1日 4反 )6月 始 めよ り
乗用 田植機 (1日 12反 )

5月 始めよ り

1条 、 2条手押除革機 (1日 25反 )田 なら し 除草剤散布

BHC粉 剤 .ホ リドール粉剤 .水銀剤 殺 虫、殺菌、混合剤

パインダー(1日 .2反 )9月 末から

リヤカー.テ ーラけん引 ら力

　

　

　

　

　

　

　

，

ン味　　　　　̈

生

　

　

軽
　
火

栗は さ木 かけ (8日 間 )

動力脱穀機 (1日 3反 )

発動機 .イ ワタ靱す り(1日 30俵 )

千石 .万石 .米 選機

新型 自動パールメー ト

機 (1日 100俵 )

精米機 (1日 7俵 )

自動研摩精米

( 1 日 20 俵 〕

約 6俵 frq 10 ff



お 米 づ く

作 業 男ll 明治末 大正期 ～ 約 80年前 ぐらい

月巴 し 下肥 .石灰 .榔 が ら等少 々

田 起 し
株 割 り(手打 ち ).三 .つ 鍬 .四 つ鍬

(1日 に 05反 )

土  く  だ  き 足ふみ又は鍬 で小切 り

H tJi.:: 本口
「

桝まき

田   植 え
+tfAZ(r 80.?f[) fiEH. .plJ,€ffi.

7 Er6d:' t I

草 と り 平鍬
‐
C・ 打返 し(1日 15反 ).手 草 とり

虫 や 病 菌 駆 除
メイ虫の藁抜きとり.ウ ンカの小網す くいとり
ウンカ.株 間の水面に石油滴 し.病菌処置なし

稲 刈 り と 運 搬
手鎌で(1日 05反 ).10月 末から

肩荷捧 (男 ).背担 ぎ(女 )

籾 干 し はんの本架場かけ (10日 間 )

柳    と
千 刃 こき(1日 手 ごきで 03反 )

足踏機  (1日     1反 )

桝 す り 土 ウス (1日 5人 がか りで 10俵 )千石 .調製

精 白 :_ 米‐. 情うす(足 つききねで1日 1俵 )

反  当  収  量 約 4俵
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お 米 相 場 の 歴 史

古代万雑相場資料

米 1石 (150K)代 金 で今 よ り206年 前 (百文を約壱銭両替計算で表わす )

号年 石米 1 史歴や代年
1

天 明 元 年

寛 政 元 年

享 和 元 年

文 化 元 年

″ 6年

″ 10年

文 政 元 年

″ 12年

天 保 元 年

″ 3年

″ 7年

弘 化 元 年

嘉 永 元 年

″  3年

安 政 元 年

″ 2年

萬 延 元 年

文 久 元 年

慶 応 元 年

明 治 元 年

″ 8年

円

1

1

1

1

3

4

5

銭 厘

40

38

426

306

248

513

389

888

744

692

515

979

883

665

989

707

986

625

558

23

30

118代 光格 天皇年

ナポ レオンイム皇帝 になる

日本全国 人口 25.517729人

婦負郡農 民の暴動起 る

119代 仁孝 天皇越中鐘釣温泉 発見

黒部川 の大洪水 あ り

富山町大火で 9,000戸 焼失

越中総生産高 220万 俵 (4斗 入 り)

申年で大 キキ ン

120代孝明天皇年

ペ リー再来

江戸大地震 で死者 100,000人

桜田門外 の変

ピール始 めて越中へ出現

お金紙幣始 めて出る

大水害の凶作年

-15-



年   号 石米 1 年 代 や 歴 史

―――，――――――――‥―――――――――１１‥―――――――――――，１１１１１＝＝―‐■■‥‐■――――――，――

・

‐６年

，
２７年

３５年

３７年

４５年

許

蒔

‐２年

着

時

時

‐３年

・６年

，
叫

‐叫
■

”
ャ話

詳

‐ ‐
．

に

「

蒔

¨
●

一
嚇

″

″

″

″

鳥

″

″

肺

″

″

・
″

フ

″

・′′
・

″

″

″

″

″

″

″

″

万   円:

3:

6:

12:

111

21:

49

32

30

15

21

33

49

300

550

1801

3,751

5.500

10422

20,940

31,800

40,913

47.680

銭

20

66

40

60

60

50

12

50

90

厘

天気予想開始 され

日清戦争

庄川改修工事始 ま

日露戦争

明治天皇崩せ らる

全国的米騒動起 る

全国人口 55,963,503人 、

東京に地下鉄出来る

ロン ドン軍縮会議

上海事変

国家総動員法出 る

米の供出割当制度

終戦 となる

新憲法

天皇陛下県下 をご巡幸

ジエン台風 、千円札発行

富山新港 の開港

米の生産調整 に入 る

天明元年 の米価 の10万倍 で

全国人 口 12′ 140万 人

関東大震災

あ



撃

叫

海 コ

嚇

)

孝

】

暮

痴
　
樹

■

輛
　
菰

]∠
ゆ

一
・
ヽ

卜

ｕ

Ｆ

】

０

０

】
・
ｒ
　
ト

い

０

０

劇

゛
・
い

０

０

一口

・
　

■

０
・
０
０
０

∞
・
一

い

０

，
い
い
０

∞
・
卜

０

０

単
∞

・
ω

Ｎ

０

や

坤

※

■

ロ

米

ヨ
着

８

■
浄
醸
ヨ
薄
彗

卜
一
〇

”
い
い

単
一

Ｎ
゛

獨

螢

０
・
０
い

０

∞
・
ヽ

い
０

Ｏ
Ｌ

い

０

∞
・
”
一

∞

半↓
・
∞

卜

∞

訃

里
瞥

ン

※

＋

ヽ
半

キ
ゝ
※

菫

珊

い
・
”

Ｏ

Ｎ

∞
　
】
ω

】
・
】

卜

一

〓
０

い
∞

●

０

一

〓
】
Ｏ

ｏ

昴

ｒ
”
∞

Ｎ

‐  湿

0 
輔

い

■ lR

・椀

嶽

葺

Э

面

酎

澪

ヽ

や

湖

米
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塚
原
地
区
字
廃
止
経
過

昭
和
二
十
九
年
二
月

一
日

川
口
官
袋
入
会
地
圃
場
整
備
事
業
に
着
工

昭
和
四
十
二
年
十
月

同
地
区
工
事
完
了
し
、
換
地
処
分
等
同
時
に
字
廃

止
登
記
完
了

昭
和
四
十
三
年
四
月

一
日

塚
原
土
地
改
良
区

（
寺
塚
原
、
沖
塚
原
、
朴
木
、

松
木
、
坂
東
）
圃
場
整
備
事
業
に
着
工

昭
和
五
十

一
年
八
月

同
地
区
工
事
完
了
し
、
換
地
処
分
等
同
時
に
字
廃

止
登
記
完
了

0

調             調  調  編

主

 裏  貪 勇  高=木 長 松  塚 赤 婁  詈  書

事 曇 置
月 信 田

‐押 澪 本 壁 員 長 長

佐 郁 秋 善
大  金

大 塚 村  _夫 三 二 進 勇

村 本 西  .     1    
西      ―

栄 喜 啓  小 松 武 村 帯 高  褒

正

子 作 二  田 浦:田 由 刀 井  郎 男

恒
　
秋

嘉
之
助

松
太
郎敏

秀
　
雄

良

　

一
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昭

和

六

十

年

度

ふ

る

さ

と

発

掘

学

習

第

二

■

先

人

の
足
跡

（
ふ
る
さ
と
小
学
た
ん
ぼ
う
記
）

印
刷
発
行
　
　
昭

和

六

十

一
年

四

月

編
纂
発
行
　
　
新
湊
市
立
　

塚

原

公

民

館

印

刷

所

　

明
．

野

印

刷

所


